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色のついた長方形を並べて正方形や長方形を作ることを考える．色のついた長方形

は，向きを変えずにすき間なく並べることとし，色のついた長方形は
じゅうぶん

十分あるもの

とする．

(1) 横の長さが 462で縦の長さが 110である赤い長方形を，図 1 のように並べて正方

形や長方形を作ることを考える．
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図 1 　

462と 110の両方を割り切る素数のうち最大のものは アイ である．

赤い長方形を並べて作ることができる正方形のうち，辺の長さが最小であるもの

は，一辺の長さが ウエオカ のものである．

また，赤い長方形を並べて正方形ではない長方形を作るとき，横の長さと縦の長

さの差の絶対値が最小になるのは，462の約数と 110の約数を考えると，差の絶対

値が キク になるときであることがわかる．

縦の長さが横の長さより キク 長い長方形のうち，横の長さが最小であるもの

は，横の長さが ケコサシ のものである．

(2) 花子さんと太郎さんは，上で用いた赤い長方形を 1枚以上並べて長方形を作り，

その右側に横の長さが 363で縦の長さが 154である青い長方形を 1枚以上並べて，

図 2のような正方形や長方形を作ることを考えている．
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図 2

このとき，赤い長方形を並べてできる長方形の縦の長さと，青い長方形を並べて

できる長方形の縦の長さは等しい．よって，図 2のような長方形のうち，縦の長さ

が最小のものは，縦の長さが スセソ のものであり，図 2のような長方形は縦の

長さが スセソ の倍数である．

二人は，次のように話している．

花子： 赤い長方形と青い長方形を図 2のように並べて正方形を作ってみようよ．

太郎： 赤い長方形の横の長さが 462で貧い長方形の横の長さが 363 だから，図

2のような正方形の横の長さは 462と 363を組み合わせて作ることができる

長さでないといけないね．

花子： 正方形だから，横の長さは スセソ の倍数でもないといけないね．

462と 363の最大公約数 タチ であり， タチ の倍数のうちで スセソ の倍数

でもある最小の正の整数は ツテトナ である．

これらのことと，使う長方形の枚数が赤い長方形も青い長方形も 1枚以上である

ことから，図 2のような正方形のうち，辺の長さが最小であるものは，一辺の長さ

が ニヌネノ のものであることがわかる．

(23 共通テスト 本試験 IA 4)

【答】
アイ

11

ウエオカ

2310

キク

22

ケコサシ

1848

スセソ

770

タチ

33

ツテトナ

2310

ニヌネノ

6930

【解答】
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(1) 462と 110を素因数分解すると
2
)

462

3
)

231

7
)

77

11

2
)

110

5
)

55

11

462 = 2 · 3 · 7 · 11
110 = 2 · 5 · 11

であり，462と 110の両方を割り切る素数は 2と 11で，このう
ち最大のものは

11 ……（答）

である．
赤い長方形を横に x個，縦に y 個並べて正方形ができるのは

462x = 110y

∴ 21x = 5y

が成り立つときである．21と 5は互いに素であるから，正の整数 k を用いて

x = 5k, y = 21k

と表すことができ，辺の長さが最小になるのは k = 1のときである．このときの正方形の一
辺の長さは

462× 5 = 2310 ……（答）

である．

• 462と 110の両方を割り切る整数は，この 2数の最大公約数 4 462 110 5
440 110

22 0

の約数である．互除法により，最大公約数は 22であり

22 = 2 · 11
であるから，462と 110の両方を割り切る最大な素数は 11である．
辺の長さが最小な正方形の一辺の長さは，462の倍数かつ 110の倍数であるから，こ

の 2数の最小公倍数であり

2 · 3 · 5 · 7 · 11 = 462 · 5 = 2310

である．

また，赤い長方形を並べて正方形ではない長方形を作るとき，横の長さと縦の長さの差の
絶対値は

|462x− 110y| = 22|21x− 5y| ( \= 0)

である．21と 5は互いに素であるから，|21x− 5y| = 1を満たす整数の組 (x, y)は存在す
る．例えば (x, y) = (1, 4)などが条件を満たす正の整数の組 (x, y)である．
したがって，差の絶対値の最小値は

22 ……（答）

である．
縦の長さが横の長さより 22長い長方形は

21x− 5y = −1 …… 1⃝
を満たすものであり，横の長さが最小となるのは，正の整数 x が最小となるものである．
x = 1, 2, · · ·と代入していくと， 1⃝を満たす最小の xは 4であり

(x, y) = (4, 17)

を得る．このときの横の長さは

462× 4 = 1848 ……（答）

である．



4

(2) 赤い長方形を横に x個，縦に y 個，青い長方形を横に u個，縦に v 個並べて図 2の長方
形ができるのは，縦の長さが等しいときであるから

110y = 154v

∴ 5y = 7v

が成り立つときである．v = 1, 2, · · · と代入していくと，縦の長さが最小となるのは，
(y, v) = (7, 5)のときであり，縦の長さは

110× 7 = 770 ……（答）

である．

• 縦の長さが最小な長方形は，縦の長さが 110と 154の最小公倍数 Lのときである．

110 = 2 · 5 · 11
154 = 2 · 7 · 11

であり，最大公約数を Gとすると G = 2× 11 = 22であり

110× 154 = GL ∴ L = 110× 154
22

= 110× 7 = 770

462と 363を素因数分解すると 2
)

462

3
)

231

7
)

77

11

3
)

363

11
)

121

11

462 = 2 · 3 · 7 · 11

363 = 3 · 112

であり，462, 363の最大公約数は

3 · 11 = 33 ……（答）

である．

• 互除法を実行すると 1 462 363 3
363 297

1 99 66 2
66 66

33 0

462 = 363 · 1 + 99

363 = 99 · 3 + 66

99 = 66 · 1 + 33

66 = 33 · 2 + 0

よって，462と 363の最大公約数は 33 である．

33の倍数のうちで 770の倍数でもある最小の正の整数は，33と 770の最小公倍数である．
33と 770を素因数分解すると

33 = 3 · 11
770 = 2 · 5 · 7 · 11

であるから，最小公倍数は

2 · 3 · 5 · 7 · 11 = 3 · 770 = 2310 ……（答）

である．
図 2の長方形となるのは縦の長さが 770の倍数のときであり，横の長さは 33の倍数であ

るから，正方形となるときの一辺の長さは 770× 33 = 2310の倍数である．すなわち

2310m = 462x+ 363u

∴ 70m = 14x+ 11u

を満たす正の整数m, x, uが存在するときである．最小な正の整数mを求める．

14(5m− x) = 11u
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14と 11は互いに素より，正の整数 lを用いて{
5m− x = 11l

u = 14l

と表すことができる．

5m = x+ 11l ≧ 12 ∴ m ≧ 3

最小な正の整数mはm = 3 (x = 4, l = 1)である．
よって，最小な正方形の一辺の長さは

2310 · 3 = 6930 ……（答）

である．


